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ASP-DAC 2003実行委員会

アジア最大の設計技術のコンファレンス「第8回ASP-DAC 2003」

初の北九州で開催
基調講演者に東北大学大見教授ら3名が決定
ASP-DAC 2003 実行委員会（委員長：安浦寛人・九州大学大学院教授）は、来る2003年1月21日（火）から24日（金）までの4日間、北九州国際会議場（北九州市小倉北区浅野三丁目9-30）において、ASP-DAC 2003 (Asia and South Pacific Design Automation Conference 2003)を開催します。同実行委員会は、本日、基調講演の他、スペシャル・セッションなどの詳細の開催概要を発表しました。

ASP-DACは今回初めて、北九州市で開催されます。その背景には、福岡県および北九州市がそれぞれ文部科学省の知的クラスタ創成事業（H14-H18）に指定され、システムLSI設計拠点の形成を本事業の中心テーマとし、シリコンシーベルト（韓国、日本、上海、台湾、香港、シンガポール）の設計拠点の構築に取り組んでいる点があげられます。そして現在、九州大学、九州工業大学、北九州市立大学、早稲田大学大学院、福岡大学などを核としてシステムLSI設計技術の研究開発機関および企業の集積が急速にすすめられています。また、ASP-DACの開催前後に、シリコンシーベルトサミット（福岡市）やアジア大学半導体設計ワークショップ（北九州市）なども計画されています。
今回のハイライトとして新たに、「パネル・ディスカッション：Anatomy of Platform-Based Design: Is it the Savior of UDSM SoC design crisis?　- プラットフォーム設計の分析」、「招待講演: Virtual Core Based Reuse Methodology for SoC Design- SoC設計向けのバーチャルコア・ベースのリユース設計手法」などのスペシャル・セッション、ワークショップ、また多数のチュートリアルを用意しました。開催概要は下記のとおりです。
記
· 基調講演
1月22日（水） 9:00～10:00 
米スタンフォード大学教授　ジョバンニ・デ・ミケリ博士（Dr. Giovanni De Micheli）
 “Designing Robust Systems with Uncertain Information”
1月23日（木） 9:00～10:00 
東北大学　未来科学技術共同研究センター教授　大見忠弘博士

“Radical Reaction Based Semiconductor Manufacturing for Small Volume And Very High Speed Production with a Very Wide Variety of Semiconductor Chips”
1月24日（金） 9:00～10:00 
米Virage Logic社 V.P. 及びチーフ・サイエンシスト ヤーバント・ゾリアン博士（Dr. Yervant Zorian）
 “The Role of IP in Ensuring SoC Yield”

· スペシャル・セッション及びパネル・セッション

パネル・ディスカッションでは、プラットフォーム設計の分析、アダプティブ・コンピューティングの将来に関する議論等があり、招待講演では、SoC設計の新たな手法、半導体IPの法的保護、ミックッスシグナル設計のテスト他、技術的かつ興味深いテーマが揃いました。
1月23日（木）
10:30-12:30" Panel Discussion: Anatomy of Platform-Based Design: Is it the Savior of UDSM        SoC design crisis?"
14:00-16:00“Invited Talks: Virtual Core Based Reuse Methodology for SoC Design”

14:00-16:00“Invited Talks + Panel Discussion: Adaptive Computing －What Can It Do, Where Can It Go?”

16:30-18:30“Panel Discussion: Roles of Funding Agencies ”
16:30-18:30“Invited Talk: Legal Protection for Semiconductor Intellectual Property”
1月24日（金）

10:30-12:30“Invited Talks: Design Methodologies for 50M Gate ASICs”
10:30-12:30“Invited Talks: Mixed Signal Test”
· ユニバーシティー・デザイン・コンテスト

1月23日（木）16:30-18:30
本ユニバーシティー・デザイン・コンテストは、大学で設計されたLSIの中から優秀な作品を選び、ASP-DAC開催時に賞を授与しています。今年、応募されたデザインのうち、80％がアジア・南太平洋圏からのもので、残りの20％は欧米圏からのものでした。本年のコンテストでは、多数の優秀デザインの応募があり、例えば、イメージ・エンコーダー、暗号チップ、RISCプロセッサー、パターン認識サーチメモリーやCRCチップなどがあげられます。採択された合計17件のLSIデザインは、口頭とポスターにより発表されます。この中から、最優秀賞1点と特別賞2点を選定いたします。
· チュートリアル

1月21日（火）

チュートリアル 1（FULL DAY　10:00-17:30）

“Physical Chip Implementation Hot Spots and Best Practices”

チュートリアル 2（FULL DAY　10:00-17:30）
“Energy-Aware Networked Multimedia Systems: Modeling, Analysis and Optimization”
チュートリアル 3（FULL DAY　10:00-17:30）
“C-based System Design Languages: SystemC and SpecC”
チュートリアル 4.1（HALF DAY　10:00-13:00）
“Power, Timing, and Signal Integrity in SoC Designs”
チュートリアル 4.2（HALF DAY　14:30-17:30）
“High-Speed CMOS Circuit Design”
· テクニカルセッション

22カ国・地域から投稿された235件の中から選ばれた119件の優れた論文が発表されます。

下記のように全てのセッションで全世界から最も注目されている研究課題を扱っています。

System level Design Methodologies for SoC – 5セッション

Embedded and Real-Time Systems and Software – 2セッション

Synthesis and Verification in RT and Logic Level Design – 5セッション

Optimization and Verification in Circuit and Physical Design – 7セッション

Test Technology and Design for Testability – 2セッション

Analog and RF Circuit Design – 2セッション

Design for Manufacturability – 2セッション

Reconfigurable Systems and Fully Programmable – 1セッション

Leading Edge Design Examples - 1セッション

以　上
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